
社
会
変
動
と
北
方
教
育

前
郷
時
代
の
佐
々
木
太
一
郎
に
注
目
し
て

（21）　社会変動と北方教育

は
じ
め
に
　
　
対
象
の
概
要
と
視
点

　
こ
こ
に
言
う
北
方
教
育
（
北
方
性
教
育
）
と
は
、
周
知
の
通
り
秋

田
を
中
心
に
東
北
全
域
に
広
が
り
を
も
っ
た
生
活
綴
方
実
践
の
総
称

を
示
す
。
そ
れ
は
、
一
九
三
〇
年
代
を
代
表
す
る
民
間
教
育
運
動
の

一
つ
で
あ
り
、
そ
の
志
向
す
る
も
の
は
、
教
育
の
基
盤
を
農
村
地
域

社
会
の
生
活
現
実
に
お
き
、
綴
方
を
通
し
て
そ
こ
で
の
生
活
を
子
ど

も
に
自
覚
さ
せ
そ
れ
を
作
り
直
す
力
を
与
え
よ
う
と
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
一
『
北
方
教
育
』
創
刊
宣
言
）
。
北
方
教
育
を
担
っ
た
教
師
た

ち
一
北
方
教
師
同
人
一
は
、
子
ど
も
の
生
活
に
外
在
し
た
国
定
教
科

書
を
い
か
に
教
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
学
校
教
育
の
枠

組
み
を
ま
ず
批
判
す
る
。
そ
の
上
で
子
ど
も
の
生
活
か
ら
教
育
の
実

践
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
。
子
ど
も
の
生
活
の
実
際
を
把
握
、
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
　
村
　
　
　
　
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
　
　
澤
　
　
知
佳
子

現
さ
せ
反
省
的
に
理
解
す
る
一
「
生
活
知
性
」
を
身
に
つ
け
る
一
こ

と
を
通
し
て
「
い
か
に
生
き
る
か
」
を
教
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
佐
々
木
太
一
郎
は
、
そ
の
ペ
ン
ネ
i
ム
で
あ
る

佐
々
木
昂
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
り
、
北
方
教
育
運
動
推
進

者
の
中
で
も
中
核
的
な
働
き
を
担
っ
た
実
践
者
で
あ
る
。
本
稿
で
対

象
と
し
た
秋
田
県
由
利
郡
東
瀧
澤
村
の
前
郷
尋
常
高
等
小
学
校
一
以

下
前
郷
小
一
で
の
在
任
中
（
一
九
三
四
年
四
月
－
三
九
年
三
月
）
に

北
方
教
育
運
動
は
新
し
い
段
階
を
迎
え
て
い
た
が
、
こ
れ
と
平
行
す

る
形
で
佐
々
木
自
身
の
実
践
に
も
展
開
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

前
郷
小
に
赴
任
し
た
三
〇
年
代
半
ぱ
に
か
け
て
北
方
教
育
運
動
は
東

北
一
円
に
拡
大
し
、
さ
ら
に
全
国
の
教
育
運
動
と
接
触
し
な
が
ら
、

綴
方
教
育
実
践
に
加
え
て
、
産
業
組
合
と
の
連
携
、
職
業
指
導
な
ど

し
だ
い
に
そ
の
実
践
の
外
延
を
広
げ
て
い
く
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
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の
よ
う
な
最
中
に
、
北
方
教
育
に
対
し
て
疑
義
を
呈
す
る
こ
と
に
な

る
留
岡
清
男
を
中
心
的
な
担
い
手
と
し
た
教
育
科
学
研
究
会
へ
の
接

近
を
図
る
同
人
た
ち
が
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
北
方
教
育
を
担
い
な

が
ら
、
同
時
に
そ
れ
に
対
し
て
痛
烈
な
批
判
を
行
っ
た
教
育
科
学
運

動
に
も
接
近
す
る
と
い
っ
た
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
と
も
い
え
る
教
育
認

識
が
、
北
方
教
師
同
人
の
中
に
胚
胎
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

行
論
で
触
れ
る
よ
う
な
佐
々
木
の
留
岡
へ
の
シ
ン
パ
シ
ー
の
表
出
は

そ
れ
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
こ
う
し
た
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
展
開
が
佐
々
木
の
実
践

を
規
定
し
た
社
会
過
程
の
中
に
あ
る
と
い
う
仮
説
の
も
と
、
特
に
実

際
の
東
瀧
澤
村
の
新
規
学
卒
者
な
ど
若
年
層
の
村
か
ら
都
市
へ
の
流

出
の
動
向
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
教
育
課
題
が
ど
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
）

形
成
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
そ

の
た
め
に
、
東
瀧
澤
村
の
社
会
変
動
の
実
態
や
村
の
中
心
的
な
部
落

で
あ
る
前
郷
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
を
押
さ
え
な
が
ら
、
佐
々
木
が

そ
こ
で
示
さ
れ
た
社
会
変
動
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
た
か
に
つ
い
て
、

そ
の
実
践
を
巡
る
佐
々
木
の
言
説
の
展
開
の
な
か
で
捉
え
る
作
業
を

行
う
。
そ
の
こ
と
を
通
し
て
一
九
三
〇
年
代
の
村
一
農
村
共
同
体
一

か
ら
日
本
杜
会
へ
と
広
が
り
を
見
せ
る
子
ど
も
の
将
来
の
生
活
の
場

に
対
応
す
る
教
育
課
題
の
形
成
史
の
一
端
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。

東
瀧
澤
村
の
社
会
変
動
－
若
年
層
の
人
口
移
動
の
実
際

　
一
－
一
東
瀧
澤
村
と
調
査
の
概
要

　
東
瀧
澤
村
は
秋
田
県
由
利
郡
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
肥
沃
な

本
庄
平
野
の
東
南
端
を
し
め
て
い
た
。
水
陸
交
通
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

村
の
西
部
に
は
子
安
川
が
流
れ
、
鉄
道
交
通
は
秋
田
市
か
ら
羽
越
本

　
　
　
　
　
　
一
2
）

線
で
南
下
し
て
本
荘
に
至
り
、
矢
島
線
に
乗
換
え
て
二
一
㎞
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
町
の
中
心
地
・
前
郷
駅
が
あ
る
。
駅
周
辺
の
前
郷
集
落
に

は
役
場
や
郵
便
局
、
尋
常
高
等
小
学
校
な
ど
の
公
的
な
機
関
が
集
中

し
、
村
の
非
農
家
一
八
二
戸
の
う
ち
、
ニ
ハ
三
世
帯
が
在
住
し
て
い

た
。　

東
瀧
澤
村
の
中
心
的
な
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
全
有
業
者
の
う
ち

七
割
以
上
が
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。
農
業
生
産
物
の
ほ
と
ん
ど
は

米
に
よ
っ
て
し
め
ら
れ
て
い
た
が
、
潅
概
施
設
が
整
備
さ
れ
、
農
業

地
と
し
て
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
米
の
単
位

面
積
あ
た
り
の
収
穫
高
は
県
内
で
も
最
高
の
水
準
に
あ
っ
た
。

　
村
の
農
業
の
特
徴
は
、
小
作
率
の
高
さ
に
も
み
ら
れ
る
。
自
小
作

別
の
農
家
構
成
を
示
し
た
【
表
1
】
に
よ
る
と
、
小
作
農
は
全
農
家

の
約
六
割
、
小
作
中
心
の
小
自
作
農
も
二
割
程
度
に
達
し
、
小
作
率

は
秋
田
県
平
均
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
た
。
ま
た
、
田
地
所
有
に
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（23）　社会変動と北方教育

【表1】

小作

小作兼自作

自作兼小作

自作

地主自作小作

地主兼自作

自小作別農家戸数

227戸
7ユ戸

39戸

17戸

　5戸
25戸

59．1％

18．5％

1O．2％

4．4％

1．3％

6．5％

計 384戸　　100．0％

出典：林恵海0農家人口の研究』より引用。

　注：1937隼7月現在。

％
％
％
％
％
％

1
　
　
－
b
　
　
2
　
　
4
　
　
3
　
［
J

9
　
8
　
0
　
4
　
　
1
　
6

［
J
　
1
　
　
1

一
戸
一
月
一
戸
一
戸
一
戸
一
戸

7
　
ユ
　
9
　
7
　
5
　
5

2
　
　
7
　
　
3
　
　
1
　
　
　
　
2

2

【表2】 耕地所有面積別戸数（田地）

1O町以上5～1o町I反未満　1～3反　3～5反　5反～1町　1～2町　2～3町　3～5町

131　　103 96 77 55 21 21

24．9％19．6％18．3％ユ4．6％1O．5％　4．0％　4．O％

出典1【表1】に同じ。原表は暎瀬澤村村勢一覧』1937年8月より作成。

62515

1．3％ 100．O％29％

【表3】耕作面積別戸数（田地〕

3～5町5反未満　5反～1町

93 90

24．2％23．4％

出典：【表2】に同じ。

1～2町

132

34．4％

2～3町

60

15．6％

483
2．3％ ！00．O％

も
極
端
な
偏
り
が
み
ら
れ
【
表
2
】
、
五
反
未
満
層

が
全
体
の
六
割
を
し
め
る
一
方
で
、
五
町
以
上
の
大

規
模
土
地
所
有
が
四
％
ほ
ど
存
在
し
た
。
田
地
耕
作

面
積
一
【
表
3
】
一
も
、
一
町
未
満
の
零
細
・
小
規
模

経
営
層
が
約
半
数
を
し
め
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
東
瀧
澤
村
は
「
米
の
単
作
」
「
大

規
模
土
地
所
有
地
主
の
存
在
」
「
高
い
小
作
率
」
な

ど
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
東
北
型
農
業
の
特
徴
を
、

か
な
り
尖
鋭
的
な
形
で
有
し
て
い
た
た
め
、
土
地
の

生
産
性
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

。
こ
く
一
部
を
し
め
る
地
主
・
自
作
農
層
な
ど
を
除
け

ぱ
、
農
家
の
経
済
状
態
は
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
は

昭
和
恐
慌
に
と
も
な
う
農
産
物
価
格
の
暴
落
が
農
家

の
家
計
を
直
撃
し
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

東
北
地
方
で
は
一
九
三
一
年
と
一
九
三
四
年
に
冷
害

に
よ
る
大
凶
作
に
み
ま
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
東
北

農
村
で
は
、
借
金
を
抱
え
る
世
帯
は
多
数
に
上
り
、

子
女
の
身
売
り
や
税
金
滞
納
な
ど
の
社
会
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
た
。
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一
九
三
七
年
七
月
、
東
瀧
澤
村
で
は
東
京
帝
大
助
教
授
の
林
恵
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
〕

に
よ
り
、
人
口
流
出
・
流
入
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

調
査
は
世
帯
単
位
で
行
わ
れ
、
村
内
全
農
家
一
三
八
四
戸
）
を
調
査
員

が
戸
別
訪
問
し
、
各
農
家
に
出
生
し
た
老
の
う
ち
で
調
査
時
点
で
生

存
し
て
い
る
人
口
全
員
に
つ
い
て
、
調
査
時
点
で
の
常
住
地
、
職
業
、

教
育
程
度
な
ど
を
聞
き
取
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
。
調
査
対
象

者
は
男
一
、
四
二
六
名
、
女
一
、
四
三
五
名
に
及
ん
だ
。
こ
の
中
に

は
、
非
農
家
世
帯
の
出
生
人
口
や
農
家
出
生
人
口
の
う
ち
調
査
時
点

で
す
で
に
一
家
全
員
で
離
村
し
て
い
る
場
合
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

村
に
出
生
し
た
人
口
の
全
動
向
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

一
九
三
〇
年
代
当
時
の
東
北
農
村
の
移
動
状
況
を
知
る
上
で
、
大
変

貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
以
下
、
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
つ
つ
、

本
稿
の
課
題
に
基
づ
い
て
再
整
理
、
検
討
を
加
え
る
。

　
（
2
一
若
年
層
の
人
口
移
動
　
　
男
性
の
場
合

　
一
九
三
〇
年
代
の
東
瀧
澤
村
の
青
年
た
ち
は
、
学
卒
後
に
ど
の
よ

う
な
進
路
を
た
ど
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
五
歳
以
上
六
〇
歳
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
）

満
の
農
家
出
生
人
口
の
移
動
動
向
を
年
齢
階
層
別
に
示
し
た
【
表
4
】

を
も
と
に
、
若
年
層
の
移
動
の
実
態
を
男
女
別
に
見
て
お
く
。

　
男
性
の
人
口
移
動
を
み
る
と
、
そ
の
動
向
は
三
〇
歳
代
半
ば
を
境

に
大
き
な
変
化
を
み
せ
る
。
四
〇
歳
以
上
の
年
齢
層
で
は
、
出
生
農

家
在
住
の
農
業
従
事
者
が
六
㌔
七
割
ほ
ど
を
し
め
、
そ
れ
以
外
の
進

路
を
と
る
際
に
も
村
内
に
留
ま
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

三
四
歳
以
下
の
年
齢
層
で
は
、
出
生
農
家
在
住
の
農
業
従
事
者
は
四

〇
％
台
に
減
少
し
、
職
業
離
村
者
が
三
割
を
越
え
る
。
職
業
離
村
の

割
合
は
若
い
世
代
ほ
ど
上
昇
し
、
二
〇
㌔
二
四
歳
で
最
高
の
三
六
．

九
％
に
達
す
る
。
こ
の
年
齢
層
で
最
高
値
を
示
す
の
は
、
義
務
教
育

終
了
後
の
一
〇
歳
代
半
ぱ
前
後
で
親
元
を
離
れ
て
い
た
も
の
に
、
二

〇
歳
以
降
に
離
村
す
る
も
の
－
義
務
教
育
終
了
後
し
ば
ら
く
は
村

に
留
ま
っ
て
農
業
な
ど
に
従
事
し
、
兵
役
終
了
後
に
離
村
す
る
も
の
、

お
よ
び
中
等
・
高
等
教
育
終
了
後
に
は
じ
め
て
就
業
者
と
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

1
が
加
わ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
一
五
∫
一
九
歳
の
年
齢
層
で

は
、
留
村
職
業
離
家
の
農
業
従
事
者
一
す
な
わ
ち
農
家
下
男
一
の
割

合
が
比
較
的
高
い
が
、
二
〇
歳
代
以
降
に
は
次
第
に
減
少
し
て
い
く

こ
と
か
ら
、
そ
の
中
に
職
業
離
村
予
備
軍
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
理

解
で
き
る
。

　
農
村
か
ら
の
流
出
労
働
力
は
、
ど
の
よ
う
な
職
業
へ
と
参
入
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
内
訳
を
示
し
た
【
表
5
】
に
よ
れ
ば
、
職

業
離
村
者
の
う
ち
で
も
っ
と
も
多
く
を
し
め
る
職
業
は
「
各
種
職

工
」
で
あ
る
。
職
工
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
大
工
や
石
工
な
ど
を
含

128



（25）　社会変動と北方教育

【表4】 年齢階層別移動状況

15－19歳 ，O一り4歳 25－20歳 30－34歳 35－39歳 仙一49歳 50－o9歳
男

出生嫁在住

腰
業
　
　
7
9
4
7
．
3
％

非
度
業
　
　
5
3
．
o
％

農
業
　
　
6
4
4
9
．
2
％

非
農
業
　
　
4
3
．
1
％

農
葉
　
　
5
2
4
4
1
％

非
麗
業
　
　
5
4
2
％

農
業
　
　
4
8
4
6
．
6
％

非
農
業
　
　
呂
7
呂
％

農
業
　
　
5
3
5
3
5
％

非
農
業
　
　
6
6
1
％

農
薬
　
　
ε
1
5
9
1
％

非
鯉
業
　
　
1
1
呂
o
％

農
業
　
　
6
9
6
7
6
％

非
農
業
　
　
o
O
　
O
％

留
村 職業離家

　2冨6脇 　　106％ 　　75．4％ 　　10、昔％ 　　325％ 　　217％ 　　O⑪o％ 　　o』9％
　　oo．o％ 　　661％ 　　oo　o％ 　　644％ 　　l1o％ 　　329％

縁組離家
　　21．2％ 　　oo　o％ 　　21．5％ 　　215％ 　　325％ 　　no　o％ 　　329％ 　　11o％ 　　畠81％ 　　oo　o％ 　　966％ 　　429％ 　109畠％ 　　11．O％

職業離村
　51305％ 　4筥369％ 　41347％ 　323I1％ 　19I92％ 　1510．9％ 　9呂呂％

離
村

縁組磁村
　l06路 　215％ 　12102％ 　658完 　771％ 　一180％ 　9畠呂％

合　　計
　1671000％ 　1301000％ 　11島1㎝o％ 　m31000％ 　991000％ 　1371㎝O％ 　102100．o％

15－19歳 20－24歳 25－2嚇 30－34歳 3〕一39歳 40－49歳 コO－59歳
女

出生餓在住

農
業
　
　
5
1
3
4
．
7
％

非
膿
業
　
　
1
0
7
％

農
業
　
　
3
2
2
2
7
％

非
農
業
0
7
％

麗
業
　
　
畠
6
1
％

非
農
業
　
　
o
O
．
O
％

農
業
　
　
1
7
1
6
7
％

非
農
業
　
　
o
o
　
o
％

農
業
　
　
4
5
1
％

非
農
業
　
　
O
O
　
O
％

農
莱
　
　
1
7
1
3
4
％

非
農
業
　
　
o
O
　
O
％

農
業
　
　
1
3
1
ヨ
8
％

非
農
業
　
　
o
o
　
o
％

留
村 職業離家

　　ε5’％ 　　534％ 　　2〕％ 　　214％ 　　oo　o％ 　　oo　o％ 　　oo　o％ 　　110路 　　oo，o％ 　　Oo　o％ 　　oo　o％ 　　oO　O％ 　　Oo　o％ 　　oo　o％

縁組離家
　l06筥％ 　　31o％ 　　15106％ 　　107％ 　　27206％ 　1399％ 　　ヨ130一％ 　　549％ 　　21呈66％ 　　H17．7％ 　　5n394％ 　1o79％ 　　515』ヨ％ 　　44，3％

職業離村
　’9327％ 　3呂270％ 　1292％ 　ヨ2．9％ 　451％ 　108％ 　Oo　o％

離
村

縁組離村
　21M．3％ 　50355％ 　71542％ 　45仙．1％ 　36456％ 　媚3君6％ 　26277％

合　　計
　1〃1oo　o％ 　1仙1000％ 　131mo　o％ 　1021000％ 　？9100．0％ 　1271000％ 　明1000％

出典：林恵海膿家人口の研究』より作成。

【表5】 職業離村人口の職業

各種職工
土工・道路工夫・日雇人夫
公務自由業
　　　内訳　志願軍務
　　　　　　官公・公共団体職員
　　　　　　小学校教員
　　　　　　住職
　　　　　　獣医
事務員（商店・会社・鉱工業〕

農林水産業
鉄道従業員・運転手
丁稚・徒弟
物晶製造販売
商店従業員
製作業

坑夫・鉱夫

大工・石工
伸仕業・土木業
理髪業

不明

46人　　20．4％

37　　　16．4％

32　　　14．2％
13

8
8
2
1

ユ1．9％

7，1％

4．9％

4．9％

4．4％

4．O％

2．7％

2．2％

2．2％

1．8％

o．9％

2．2％

　　　　　　計
出典1【表4】に同じ。

226人　　100．0％
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ま
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
、
軍
需
産
業
主
導
で
急
激
に
発
展
し

た
重
化
学
工
業
の
就
労
者
な
ど
を
指
し
て
い
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。

そ
れ
に
次
ぐ
職
業
は
「
土
工
・
道
路
工
夫
・
日
雇
人
夫
」
で
、
村
外

に
流
出
し
て
も
底
辺
的
で
不
安
定
な
就
労
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

も
の
も
、
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
対
照
的

に
、
比
較
的
安
定
し
た
就
労
先
で
あ
る
「
事
務
員
」
「
公
務
員
・
教

員
」
も
、
流
出
先
と
し
て
一
定
の
割
合
を
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
残
り
は
軍
人
・
農
林
水
産
業
の
ほ
か
、
商
店
従
業
員
や
丁
稚
・

徒
弟
、
製
造
販
売
業
、
大
工
な
ど
の
職
工
、
坑
夫
、
鉄
道
従
業
員
な

ど
職
業
流
出
者
の
就
労
先
と
し
て
比
較
的
古
く
か
ら
存
在
し
た
と
考

え
ら
れ
る
職
業
が
並
ぶ
が
、
割
合
と
し
て
は
い
ず
れ
も
一
〇
％
を
下

回
っ
て
お
り
、
職
業
離
村
者
の
流
出
先
の
中
心
は
農
林
水
産
業
や
職

人
・
商
店
員
な
ど
の
在
来
型
の
諸
産
業
か
ら
、
工
場
労
働
考
や
会
社

員
な
ど
の
近
代
的
な
セ
ク
タ
ー
へ
と
次
第
に
シ
フ
ト
し
は
じ
め
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
職
業
離
村
者
の
流
出
地
域
は
「
市
部
・
大
都
市
部
」
五
一
・
三
％
、

「
町
部
」
二
二
・
六
％
、
「
村
部
」
「
樺
太
・
朝
鮮
・
満
州
」
が
そ
れ

ぞ
れ
二
丁
三
％
ず
つ
で
、
市
部
・
大
都
市
部
へ
の
流
出
者
の
多
く

は
首
都
圏
に
在
住
し
て
い
る
。
男
性
流
出
者
の
年
齢
や
職
業
は
多
様

で
あ
っ
た
た
め
、
流
出
先
に
も
か
な
り
の
幅
が
み
ら
れ
る
が
、
移
動

が
近
隣
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
京
な
ど
の
遠
隔
地
に
ま
で
及
ん
で

い
た
こ
と
、
し
か
も
都
市
部
へ
の
移
動
が
ひ
と
つ
の
大
き
な
流
れ
と

な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

　
以
上
、
東
瀧
澤
村
の
農
家
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、
い
ず
れ
の
世
代

に
お
い
て
も
出
生
農
家
で
農
業
を
継
ぐ
割
合
が
最
も
高
い
が
、
若
年

層
で
は
次
第
に
職
業
流
出
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
一
九
三
〇
年
代
は
、
村
に
出
生
し
た
者
の
ほ
と
ん
ど
が
村
の
中

で
生
き
て
い
く
時
代
か
ら
、
農
家
の
跡
継
ぎ
以
外
は
村
か
ら
出
て
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
一

活
す
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
る
時
代
へ
の
転
換
の
真
っ
只
中
に
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
（
3
）
若
年
層
の
人
口
移
動
　
　
女
性
の
場
合

　
つ
づ
い
て
、
女
性
の
人
口
移
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
当
時
の
農

村
の
女
性
は
、
二
〇
歳
前
後
で
縁
組
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
移

動
動
向
は
そ
の
前
後
の
年
齢
層
で
大
き
く
異
な
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、

学
卒
後
縁
組
ま
で
の
期
間
を
、
村
の
女
性
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
た
の
か
を
み
て
い
く
。

　
【
表
4
】
に
よ
れ
ぱ
、
縁
組
流
出
老
を
除
く
若
年
層
の
女
性
の
多

く
は
、
出
生
農
家
在
住
と
職
業
離
村
で
し
め
ら
れ
、
結
婚
ま
で
の
期

間
を
、
出
生
農
家
に
留
ま
り
家
業
の
手
伝
い
な
ど
を
し
て
過
ご
す
か
、
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（27）　社会変動と北方教育

村
外
へ
働
き
に
出
る
か
の
ど
ち
ら
か
が
選
択
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ

た
。
調
査
時
点
で
の
両
者
の
割
合
は
ほ
ぽ
半
々
で
あ
る
が
、
調
査
前

に
職
業
離
村
先
か
ら
戻
っ
て
い
た
り
、
調
査
後
に
離
村
し
た
者
も
い

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
実
際
に
は
か
な
り
の
数
の
女
性
が
職
業
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

村
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
職
業
離
村
者
は
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
職
業
に
つ
い
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
職
業
離
村
者
の
現
住
地
は
「
市
部
・
大
都
市
部
」

（
六
四
・
一
％
）
と
「
町
部
」
（
二
六
・
五
％
）
に
集
中
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
七
割
近
く
が
東
京
市
と
本
庄
町
に
よ
っ
て
し
め
ら
れ
て

い
る
。
流
出
人
口
の
都
市
部
へ
の
集
中
傾
向
は
、
男
性
の
場
合
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
＾
呂
一

も
さ
ら
に
顕
著
で
あ
る
。

　
一
方
、
職
業
離
村
者
が
従
事
し
て
い
た
職
業
は
、
「
女
中
」
一
四

六
・
二
％
）
、
「
接
客
従
業
」
（
一
八
・
八
％
一
、
「
各
種
女
工
」
一
一

四
・
五
％
一
が
代
表
的
な
も
の
で
、
そ
の
三
職
種
だ
け
で
全
体
の
八

割
に
達
す
る
。
「
女
中
」
は
住
み
込
み
の
家
事
使
用
人
で
あ
る
が
、

結
婚
前
の
行
儀
見
習
い
・
家
事
見
習
い
と
し
て
の
性
格
も
有
し
て
お

り
、
職
業
離
村
者
の
約
半
数
を
し
め
る
有
力
な
流
出
先
と
な
っ
て

＾
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
一

い
た
。
「
接
客
従
業
」
に
つ
い
て
は
、
本
調
査
に
関
す
る
別
の
報
告
書

で
は
「
身
實
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
芸
妓
・
娼
妓
・
酌
婦
な
ど
の

職
業
を
指
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
秋
田
県
で
は
相
次
ぐ
凶
作

や
恐
慌
の
影
響
に
よ
り
、
身
売
り
さ
れ
る
農
村
の
子
女
が
あ
と
を
た

た
な
か
っ
た
。
一
九
三
四
年
に
実
施
さ
れ
た
秋
田
県
警
察
部
保
安
課

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
県
全
体
の
農
村
子
女
の
出
稼
職
業
は
、
「
女

中
・
女
給
」
…
九
・
一
％
一
、
「
芸
妓
・
娼
妓
・
酌
婦
」
（
一
九
・

六
％
）
、
「
女
工
」
一
二
六
二
一
％
一
と
あ
る
。
東
瀧
澤
村
の
調
査
も

県
全
体
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
が
秋
田
県
の
農
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

出
身
女
性
の
平
均
的
な
社
会
移
動
の
姿
だ
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
時
期
、
産
業
構
造
の
軽
工
業
か
ら
重
化
学
工
業
へ
質
的
転
換

に
と
も
な
い
、
労
働
力
需
要
の
中
心
は
女
性
か
ら
男
性
へ
と
移
行
し

て
い
た
と
い
う
が
、
村
を
離
れ
て
都
市
や
町
に
働
き
に
出
る
と
い
う

選
択
は
、
女
性
た
ち
の
あ
い
だ
に
も
確
実
に
浸
透
し
て
い
た
。
し
か

し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
女
た
ち
は
一
定
期
問
が
過
ぎ
れ
ば
職
業
離
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

先
を
離
れ
、
縁
組
を
す
る
と
い
う
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
歩
ん
で
い
た
。

そ
こ
で
、
縁
組
の
動
向
に
つ
い
て
も
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

　
農
家
出
身
女
性
の
縁
組
先
の
職
業
は
六
八
・
九
％
が
農
家
で
あ
っ

た
。
農
家
縁
組
の
場
合
、
五
七
％
は
村
内
に
留
ま
り
、
村
外
に
流
出

し
た
者
も
ほ
と
ん
ど
が
隣
接
町
村
か
郡
内
と
い
う
人
々
の
生
活
圏
内

に
在
住
し
て
い
た
。
一
方
、
非
農
家
と
の
縁
組
の
場
合
、
村
外
流
出

が
村
内
在
住
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
村
外
流
出
者
の
七
割
近
く

は
郡
外
・
県
外
で
暮
ら
し
て
い
た
。
特
に
、
首
都
圏
や
北
海
道
な
ど
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【表6】教育程度と移動状況

男 女

流出人口 流出人口留村農業人口

合計
留村農業人口

合計
職業 縁組 職業 縁組

高等小学校卒業未満
　313538％ 　13748．1％ 　　4ユ63．1％ 　49152．7％ 　30276．1％ 　　9581．9％ 　31783．O％ 　71479．8％

高等小学校程度卒業
　22638．8％ 　11038．6％ 　　1929．2％ 　35538．ユ％ 　　8521．4％ 　　1613．8％ 　　5013．1％ 　15116．9％

中等学校程度半途退学
　　1O．2％ 　　20．7％ 　　OO．O％ 　　30．3％ 　　00．O％ 　　OO，O％ 　　OO．O％ 　　00．O％

青年学校・実業補習学校　　程度卒業 　203．4％ 　　31．1％ 　　oO．O％ 　232．5％ 　　71．8％ 　　32．6％ 　　71．8％ 　171．9％

中等学校以上卒業
　223．8％ 　　33ユ1．6％ 　　57．7％ 　606．4％ 　　30．8％ 　　21．7％ 　　821％ 　131．5％

計
　　582100．0％ 　　285100，O％ 　　65100．O％ 　　932ユOO．O％ 　　397100．O％ 　　ユ16100．O％ 　　382100．O％ 　　895100．O％

出典1【表4】に同じ。

注1：15歳以上の農家出身人口の教育穆度を示しているが、調査時点で教育を受けている都こついては高等．
　　小学校卒業未満に含まれている。

21職業流出人口には留村職業離家と職業離村を、縁組流出人□には留村縁組離家と縁組離村を含む。

東れ不はち働か移
北’況疾ろ市わ動東↑
農そのがん場らの瀧）

菱至嚢竈甚ぞ父誓套蓑
がきし増も　口いの広弩㍍袈譲譲琶套杢姦
たくた背・口はけ働
。だ’景縁が止で市
そけ高に組大まは場
れで額はのきるなか
は精の’両くこから
’一小た面広とつ遠
都杯作びでががたく
市の料重村つな。’
部生にな外たかそ都
で活苦るへ男つれ市
のをし冷の性たに部
労営め害流は。もへ
働むらや出も労かの

だ範の村四村村　の
ろ囲農の歳が内年都
うが家中の急農齢市
。村とに離増家階部
　内のも村しと層の
　か縁農率’の別在
　ら組家は留縁に住
　村も縁実村組縁者
　外多組にをの組が
　へかと七は割先多
　とつ非五る合をい
　広た農・かがみこ
　がと家八に高ると
　り考縁％しいとが
　をえ組にのの’特
　みらのもぐに四徴
　せれ両のよ対○と
　てる方ぼうし歳な
　いががるに’以つ
　た’含。な若上て
　こ次まもるいのい
　と第れち。世年る
　がに’ろ二代齢。
　わ縁近ん○で層
　か組隣’∫はで
　るの村離二離は
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需
要
の
増
加
と
も
重
な
り
、
青
少
年
た
ち
を
都
市
へ
と
引
き
つ
け
る

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
流
出
の
あ
り
よ
う
に
は
か
な
り
の
幅
が
あ
り
、
し
か
も

都
市
の
労
働
市
場
は
教
育
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
た
。
東
瀧
澤

村
の
男
性
の
留
村
・
流
出
と
教
育
程
度
の
関
係
を
み
る
と
【
表
6
】
、

中
等
学
校
以
上
の
卒
業
者
に
流
出
率
が
高
く
、
高
等
教
育
機
関
の
卒

業
者
に
限
れ
ぱ
七
人
全
員
が
流
出
し
て
い
た
。
彼
ら
は
そ
の
学
歴
を

通
じ
て
公
務
員
や
会
社
員
な
ど
の
職
業
に
就
き
、
都
市
で
立
身
出
世

を
目
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
口
べ
ら
し

や
破
産
な
ど
で
農
村
共
同
体
を
追
わ
れ
、
村
外
で
も
周
辺
的
で
不
安

定
な
職
業
に
従
事
す
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
軍
需
産
業
を
中
心
と
し
た
重
化
学
工

業
化
の
急
進
展
に
と
も
な
う
労
働
力
需
要
の
拡
大
に
よ
り
、
工
場
就

業
者
数
が
急
増
し
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
傾
向
は
東
瀧
澤
村
か
ら
の

流
出
者
に
も
あ
て
は
ま
る
。
都
市
で
の
生
活
に
よ
り
積
極
的
な
意
味

を
み
い
だ
し
、
農
村
共
同
体
を
飛
び
出
し
て
い
く
青
少
年
に
と
っ
て
、

工
場
労
働
者
は
魅
力
的
な
職
業
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
大
企
業
へ
の

就
職
に
は
学
歴
に
よ
る
制
限
が
あ
り
、
事
実
上
高
等
小
学
校
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
旧
）

卒
業
者
に
限
ら
れ
て
い
た
。
村
の
外
へ
と
移
動
す
る
こ
と
は
、
学
歴

が
大
き
な
価
値
を
も
つ
社
会
へ
と
飛
び
出
し
て
い
く
こ
と
で
も
あ
っ

た
と
い
え
る
。

　
東
瀧
澤
村
に
限
ら
ず
、
一
九
三
〇
年
代
の
東
北
農
村
は
、
農
村
共

同
体
の
中
だ
け
で
生
き
て
い
く
時
代
か
ら
、
農
村
共
同
体
を
越
え
て

生
活
し
て
い
く
時
代
へ
の
大
き
な
転
換
期
を
む
か
え
て
お
り
、
人
口

の
流
出
が
農
家
の
跡
継
ぎ
を
も
巻
き
込
む
形
で
拡
大
し
て
い
く
戦
後

へ
の
過
渡
期
と
し
て
の
性
格
も
有
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
転
換
期
・

過
渡
期
に
は
、
村
に
残
る
子
ど
も
に
対
し
、
農
村
共
同
体
の
中
で
よ

り
よ
く
生
き
て
い
け
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
村
か
ら
流

出
し
て
い
く
子
ど
も
に
対
し
、
村
の
外
、
と
り
わ
け
都
市
で
生
き
て

い
け
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
新
た
な
課
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

二
　
東
瀧
澤
村
の
教
育
課
題
と
佐
々
木
太
一
郎
の
実
践

　
一
－
一
北
方
教
育
の
展
開
と
佐
々
木
太
一
郎

　
佐
々
木
太
一
郎
は
、
秋
田
師
範
学
校
専
攻
科
、
在
京
時
代
な
ど
を

経
て
、
一
九
三
〇
年
に
秋
田
市
郊
外
の
土
崎
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導

　
＾
H
〕

と
な
る
。
こ
の
時
期
に
、
北
方
教
育
社
同
人
と
な
り
、
ま
た
県
内
の

文
学
団
体
に
参
加
す
る
な
ど
、
生
活
と
表
現
の
問
題
を
追
求
し
よ
う

と
す
る
独
自
な
教
育
観
を
作
り
あ
げ
、
北
方
教
育
の
理
論
家
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
基
盤
を
形
成
し
て
き
た
。
一
九
三
四
年
に
本
稿
で
対
象
と
す
る
東
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瀧
澤
村
・
前
郷
小
に
転
任
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
は
北
方

教
育
運
動
の
拡
大
期
に
あ
た
り
、
彼
自
身
、
こ
れ
に
主
導
的
に
関

わ
っ
て
い
る
。
そ
の
展
開
を
概
覧
し
て
み
る
と
、
同
隼
十
一
月
に
は

北
日
本
国
語
教
育
聯
盟
を
一
準
備
委
員
会
と
言
う
形
で
一
結
成
。
翌

三
五
年
一
月
に
は
北
日
本
国
語
教
育
聯
盟
機
関
誌
『
教
育
北
日
本
』

を
創
刊
し
、
「
漸
次
北
日
本
の
教
育
全
野
に
向
つ
て
適
進
」
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
＾
肺
）

と
を
宣
言
し
て
い
る
。
三
五
年
八
月
に
は
第
一
回
北
日
本
訓
導
国
語

協
議
会
を
開
催
、
翌
年
八
月
仙
台
で
開
か
れ
た
第
二
回
大
会
で
は
、

佐
々
木
は
「
北
方
性
の
提
唱
」
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
て
い
る
一
国

語
教
育
研
究
協
議
会
特
集
号
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
北
方
教
育
運
動

は
東
北
六
県
に
わ
た
り
、
そ
の
後
も
各
県
で
こ
れ
に
関
わ
る
研
究
会

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
秋
田
で
は
各
郡
、
各
町
村
に
佐
々
木
を

は
じ
め
と
す
る
同
人
た
ち
が
希
望
に
応
じ
る
形
で
出
席
し
て
指
導
を

繰
り
広
げ
、
同
時
に
、
様
々
な
形
で
文
集
や
研
究
誌
の
交
流
が
ふ
ん

だ
ん
に
行
わ
れ
積
極
的
に
こ
う
し
た
北
方
教
育
の
拡
張
に
適
進
し
て

い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
三
六
年
に
は
財
政
難
の
た
め
北
方
教
育
が
正
規
の
雑

誌
の
形
式
で
発
行
す
な
こ
と
が
困
難
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、

佐
々
木
ら
の
主
た
る
発
信
媒
体
は
戸
塚
廉
の
編
集
す
る
『
生
活
学

校
』
に
移
行
し
た
。
他
方
、
由
利
郡
の
同
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教

室
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
佐
々
木
は
こ
う
し
た
な

か
で
、
由
利
郡
と
秋
田
市
の
同
人
た
ち
の
仲
介
の
役
割
を
に
な
う
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
そ
れ
と
同
時
に
、
生
活
教
育
グ
ル
ー
プ
や
教
育

科
学
研
究
会
な
ど
教
育
改
革
を
標
樗
す
る
全
国
的
な
展
開
を
見
せ
る

民
問
教
育
研
究
運
動
と
も
交
流
を
深
め
て
パ
く
。
こ
の
よ
う
に
前
郷

時
代
は
佐
々
木
に
と
っ
て
対
外
的
に
多
忙
な
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
佐
々
木
の
北
方
教
育
運
動
に
関
わ
る
諸
実
践
に

注
目
が
な
さ
れ
る
反
面
、
こ
の
前
郷
期
の
佐
々
木
の
当
地
で
の
教
育

実
践
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
注
目
さ
れ
て
来
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
一
2
一
前
郷
で
の
実
践
と
子
ど
も
た
ち

　
北
方
教
師
た
ち
の
性
格
を
位
置
づ
け
る
共
通
の
特
色
の
一
つ
は
、

村
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
の
「
協
働
社
会
」
の
建
設
を
課
題
と
し

て
、
あ
る
時
は
教
室
の
外
に
ま
で
実
践
を
繰
り
広
げ
る
な
ど
、
村
の

生
活
に
つ
い
た
実
践
を
展
開
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
佐
々
木
の
場

合
も
、
村
の
現
実
に
即
し
、
そ
れ
を
足
場
に
し
た
教
育
実
践
を
な
し

　
　
　
　
　
　
＾
η
）

て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
自
ら
の
足
下
の
村
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い

た
の
か
。

　
一
九
三
六
⊥
二
七
年
に
か
け
て
『
生
活
学
校
』
に
発
表
し
た
「
村

落
更
生
に
態
度
す
る
」
で
、
「
私
の
村
は
今
以
つ
て
県
内
稀
に
見
る
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村
だ
と
云
は
れ
、
教
育
費
の
方
か
ら
見
て
も
一
寸
附
近
に
な
い
た
け

高
率
な
教
員
給
を
一
回
の
不
払
延
期
も
」
し
な
い
模
範
村
で
あ
る
と

紹
介
し
て
い
る
。
一
章
で
見
た
よ
う
に
米
の
収
穫
高
で
は
県
内
で
も

屈
指
の
当
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
人
々
の
「
生
活
の
安
定
を

示
し
て
い
る
証
拠
」
と
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
深
刻
さ
が
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
＾
㎎
〕

を
指
摘
し
て
い
る
。
む
し
ろ
「
労
働
量
」
の
甚
だ
し
い
増
加
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「
生
活
が
著
し
く
圧
迫
」
さ
れ
離
村
・
出
嫁
が
相
次
ぎ
、

勢
い
教
育
費
及
び
勧
業
費
の
減
額
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
状
況
こ
そ

「
村
の
ほ
ん
と
う
の
姿
な
の
で
あ
る
」
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
「
満
身
創
療
」
の
現
実
の
な
か
に
実
際
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
は

　
　
　
　
　
　
　
　
面
）

い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
「
参
考
書

欠
乏
」
、
「
家
庭
学
習
の
崩
壊
」
の
な
か
で
極
端
な
「
語
彙
の
貧
困
」
、

「
表
現
の
稚
拙
」
な
ど
基
本
的
な
学
習
の
基
礎
が
成
立
す
る
の
が
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
）

し
い
状
況
を
指
摘
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
、
と
り
わ
け
中
農
以
下

の
層
の
実
際
の
生
活
は
窮
乏
の
な
か
に
あ
っ
た
。
佐
々
木
に
よ
っ
て

投
稿
さ
れ
た
教
え
子
の
綴
方
の
一
つ
に
「
大
工
を
し
て
と
つ
た
お
金

は
み
ん
な
米
へ
や
つ
て
し
ま
う
か
ら
電
気
に
払
ふ
金
が
な
い
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
1
）

一
中
略
一
本
当
の
冬
に
な
つ
た
ら
ど
ん
な
に
困
る
だ
ら
う
」
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
限
ら
ず
中
農
の
以
下
の
子
ど
も
に
そ
の
ま
な

ざ
し
が
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
前
郷
小
で
実
施
さ
れ
た
調
査
を
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
〕

も
こ
れ
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
子
ど
も
の
こ
う
し
た
動
か
し
が

、た
い
生
活
の
事
実
に
対
し
て
認
識
を
深
め
、
あ
り
の
ま
ま
の
子
ど
も

の
生
活
意
識
、
生
活
感
情
に
ふ
れ
、
そ
の
上
に
教
育
を
う
ち
立
て
る

と
し
た
旨
が
佐
々
木
の
言
説
の
な
か
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
時
期
、
佐
々
木
を
含
む
由
利
郡
の
北
方
教
師
同
人
た
ち
に
あ
っ
て

は
、
「
作
品
処
理
」
か
ら
「
生
活
処
理
」
へ
と
言
う
ふ
う
に
子
ど
も

の
生
活
の
課
題
に
直
接
向
き
合
う
よ
う
に
実
践
の
枠
を
広
げ
て
、
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
）

活
教
育
実
践
と
い
う
枠
組
み
を
共
有
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、

一
九
三
六
年
に
は
佐
々
木
の
実
践
は
教
室
を
つ
き
抜
け
て
展
開
す
る

こ
と
に
な
る
。
上
記
の
「
村
落
更
正
」
の
報
告
は
、
青
年
団
の
支
部

活
動
の
指
導
を
通
じ
て
村
の
生
活
更
正
へ
の
取
り
組
み
を
示
し
た
も

　
　
　
＾
四
〕

の
で
も
あ
り
、
こ
の
報
告
は
、
こ
の
年
に
も
う
け
ら
れ
た
「
生
活
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
5
〕

校
賞
」
の
第
一
に
選
ぱ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
「
真
の
勤

労
教
育
は
生
活
更
正
の
一
翼
と
し
て
の
生
産
学
校
と
し
て
、
生
産
に

対
す
る
明
確
な
目
標
と
、
そ
れ
に
対
す
る
確
実
な
る
技
術
及
び
、
生

産
に
付
帯
す
る
一
切
の
組
織
に
ま
で
、
即
ち
消
費
に
つ
な
が
り
再
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
珊
一

生
産
に
到
る
ま
で
の
計
量
が
な
く
て
は
い
か
ん
と
思
ふ
」
と
し
て
、

村
の
更
正
と
教
室
実
践
一
生
活
勉
強
一
を
緊
い
だ
教
育
実
践
が
構
成

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
村
の
共
同
体
の
再
生
一
活
性
化
一
を
課
題
と
し
た
教
育
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の
取
り
組
み
は
上
記
の
よ
う
な
実
際
の
社
会
変
動
の
な
か
で
ど
の
よ

う
な
位
置
に
あ
る
の
か
。
実
際
に
子
ど
も
が
卒
業
後
、
村
の
外
に
で

て
生
活
を
す
る
と
い
う
状
況
が
大
き
く
進
行
す
る
な
か
で
の
「
教
育

の
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
は
彼
の
中
で
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い

た
の
か
。
実
際
の
子
ど
も
へ
の
認
識
を
窺
う
言
説
か
ら
拾
い
出
し
て

み
た
い
。
そ
の
一
つ
に
、
三
六
年
に
実
施
さ
れ
た
校
内
研
究
会
の
冊

子
の
な
か
で
、
「
前
郷
の
子
と
し
て
育
て
る
」
こ
と
が
そ
れ
に
ど
と

ま
ら
ず
そ
の
ま
ま
前
郷
を
越
え
た
広
い
社
会
を
想
定
し
た
実
践
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
一

る
と
自
ら
の
国
語
実
践
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
文
脈
的
な
留
意
が
必

要
と
は
い
え
、
特
殊
を
深
く
踏
ま
え
る
こ
と
を
経
て
普
遍
に
至
る
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鵬
）

を
強
調
し
て
い
た
佐
々
木
の
文
学
論
か
ら
の
一
貫
し
た
連
り
が
窺
え
、

マ
ク
ロ
な
社
会
状
況
の
な
か
で
教
室
で
の
実
践
を
位
置
づ
け
よ
う
と

す
る
佐
々
木
の
教
育
一
実
践
一
認
識
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
に
こ
の
時
期
の
佐
々
木
の
教
育
課
題
設

定
や
議
論
の
構
成
、
す
な
わ
ち
「
兎
に
角
な
ん
と
か
し
て
読
め
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鵬
）

い
ふ
最
低
限
度
を
ね
ら
つ
て
失
業
群
を
出
さ
な
い
」
教
育
と
い
う
課

題
設
定
、
あ
る
い
は
、
ま
た
村
の
子
ど
も
の
実
態
を
掘
む
の
に
「
都

市
の
工
場
労
働
者
」
を
準
拠
軸
に
「
知
性
」
と
「
規
律
」
の
あ
り
様

　
　
　
　
　
　
　
＾
帥
一

を
論
じ
る
議
論
の
構
成
な
ど
産
業
社
会
へ
の
対
応
を
考
慮
し
て
い
る

よ
う
な
一
連
の
言
説
を
重
ね
て
み
る
と
、
彼
の
子
ど
も
の
（
将
来
を

含
ん
だ
）
生
活
を
捉
え
る
目
は
、
前
郷
小
着
任
か
ら
比
較
的
早
い
段

階
で
、
東
瀧
澤
村
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
外
の
世
界
を
見
据
え
て
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
と
ら
せ
る
前
郷
の
子
ど

も
の
学
卒
後
の
進
路
実
態
一
「
子
供
た
ち
の
現
在
「
あ
る
」
事
実
L
一

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　
前
郷
の
集
落
は
前
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
東
瀧
澤
村
の
中
心
地
で

あ
り
、
当
時
、
矢
島
線
の
終
点
に
位
置
し
、
矢
島
方
面
へ
の
中
継
地

点
に
あ
り
、
そ
う
し
た
土
地
柄
か
ら
少
な
か
ら
ず
の
職
人
、
小
店
舗

業
と
い
っ
た
非
農
業
人
口
も
抱
え
持
っ
て
い
た
農
村
集
落
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
、
尋
常
小
学
校
終
了
後
の
高
等
小
学
校
へ
の
進
学
は
主
流

　
　
　
　
　
一
3
1
〕

と
な
っ
て
い
た
が
、
学
卒
後
す
ぐ
、
あ
る
い
は
一
、
二
年
お
い
て
村

を
出
て
都
市
の
商
工
業
、
雑
業
層
に
入
り
込
む
子
ど
も
た
ち
が
か
な

り
の
数
に
な
っ
て
い
た
。
一
そ
の
少
な
か
ら
ず
は
男
子
の
場
合
東
京

周
辺
に
向
か
っ
て
い
る
一
。
例
え
ば
佐
々
木
が
担
任
し
た
三
六
年
度

高
等
科
卒
業
生
の
な
か
で
は
三
分
の
一
以
上
が
何
ら
か
の
形
で
前
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
拠
〕

を
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
章
で
み
た
東
瀧
澤
村
の
一
般

的
動
向
と
も
璽
な
る
。

　
都
市
部
へ
の
労
働
移
動
が
本
格
化
し
て
い
な
い
こ
の
時
期
で
は
あ

る
が
、
村
を
出
て
生
き
る
子
ど
も
の
問
題
は
、
実
際
の
佐
々
木
の
押

し
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
「
満
身
創
痩
」
の
村
を
更
正
す
る
た
め
の
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（33）　社会変動と北方教育

綴
方
・
生
活
教
育
と
同
時
に
、
社
会
変
動
に
伴
う
か
た
ち
で
子
ど
も

に
即
し
て
生
ま
れ
て
い
た
課
題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
、
封
建
秩
序
の
残
存
す
る
共
同
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鴉
一

社
会
の
村
で
「
村
に
残
つ
て
も
仕
事
が
な
い
お
互
に
苦
し
む
だ
け
」

の
生
活
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
佐
々
木
は
後
に
述
懐
し

て
い
る
。

　
　
　
三
　
都
市
に
吸
収
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
間
題
へ
の
焦
点
化

　
　
　
　
　
－
教
育
科
学
運
動
へ
の
接
近

　
一
九
三
八
年
六
月
に
佐
々
木
が
発
表
し
た
「
生
活
・
産
業
・
教

育
」
で
は
、
「
そ
の
出
発
点
か
ら
卒
業
期
の
職
業
指
導
、
職
業
紹
介

ま
で
一
貫
さ
れ
た
体
系
と
し
て
産
業
人
た
る
べ
き
子
供
の
生
活
が
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
糾
一

導
さ
れ
、
処
理
さ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
は
っ
き
り
と
高
等
科
卒
業
後
の
子
ど
も
た
ち
の
進

路
が
教
育
問
題
の
中
核
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
「
農
村
更
正
」

を
そ
の
後
も
課
題
と
し
て
持
ち
つ
つ
も
、
学
卒
後
の
進
路
問
題
を
強

く
押
し
出
す
よ
う
に
議
論
の
構
成
を
転
回
さ
せ
て
く
る
の
は
、
一
九

三
七
年
の
夏
が
一
つ
の
転
機
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
促
し
た
の
が
三
七
年
八
月
の
雑
誌
『
児
童
』
で
あ
っ
た
。

同
誌
は
こ
れ
ま
で
の
『
子
供
の
研
究
』
を
改
題
し
て
再
び
こ
の
号
か

ら
『
児
童
』
と
し
た
が
、
そ
の
編
集
を
日
本
技
術
教
育
協
会
に
委
託

し
、
記
事
内
容
の
全
体
を
「
生
産
拡
充
か
ら
見
た
教
育
全
般
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
緬
〕

を
技
術
教
育
の
観
点
」
に
立
脚
し
て
構
成
し
て
い
る
。
日
本
技
術
教

育
協
会
は
、
北
村
孫
盛
ら
を
中
心
に
、
技
術
教
育
の
研
究
、
振
興
を

は
か
り
産
業
の
発
展
、
教
育
の
改
革
を
は
か
る
こ
と
を
主
張
し
て
こ

の
年
に
結
成
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
協
会
の
主
張
を
色
濃
く
持
っ
た

紙
面
は
「
技
術
教
育
の
社
会
的
統
制
」
一
尾
中
豊
作
一
を
巻
頭
に
、

教
育
と
生
産
の
結
合
、
な
か
で
も
重
工
業
と
学
校
と
の
結
合
、
総
合

的
技
術
教
育
の
実
践
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
佐
々
木
は
、
『
児
童
』

を
介
し
て
く
若
年
労
働
市
場
と
教
育
V
と
い
う
こ
れ
ま
で
教
育
（
教

室
一
の
現
場
（
世
界
一
で
は
正
面
に
据
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
枠
組

み
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
る
新
し
い
動
勢
に
注
目
し
て

＾
3
6
一

い
る
。
そ
の
後
、
こ
う
し
た
新
し
い
社
会
動
向
の
な
か
で
の
教
育
の

あ
り
方
を
示
し
た
前
述
の
「
生
活
・
産
業
・
教
育
」
を
発
表
す
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
日
本
技
術
教
育
協
会
と
関
係
を
と
り
、
「
産
業

の
奴
隷
」
と
し
て
で
は
な
く
産
業
を
生
き
る
都
市
部
の
若
年
労
働
者

の
養
成
と
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
農
村
と
都
市
と
の
連
絡
を
い
か
に

教
育
の
問
題
と
し
て
押
さ
え
る
か
に
課
題
を
焦
点
化
し
て
い
く
。
そ

し
て
、
実
際
に
三
九
年
以
降
、
総
合
生
産
技
術
教
育
の
実
践
校
と
し

て
同
協
会
が
主
導
し
て
開
設
し
た
大
森
工
業
機
械
徒
弟
学
校
に
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
一

分
の
教
え
子
を
送
り
出
す
の
で
あ
る
。
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冒
頭
に
指
摘
し
た
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
展
開
と
は
、
一
九
三
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
聾

以
降
、
特
に
三
八
年
に
は
い
っ
て
本
格
化
す
る
雑
誌
『
生
活
学
校
』

や
雑
誌
『
教
育
』
主
催
「
生
活
教
育
」
座
談
会
一
一
九
三
八
年
五

月
）
で
の
留
岡
の
痛
罵
に
対
し
て
、
佐
々
木
は
そ
の
違
和
感
を
率
直

に
語
り
つ
つ
も
、
「
眼
を
大
き
く
し
て
眺
め
」
ら
れ
た
と
「
逆
説
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
g
〕

な
気
持
ち
で
（
の
）
喜
び
」
を
示
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
も
の
で

あ
る
。
教
育
を
過
程
一
実
践
一
と
し
て
捉
え
つ
つ
も
政
策
（
制
作
）

の
枠
で
捉
え
な
け
れ
ぱ
新
し
い
状
況
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
逆

説
が
こ
こ
に
は
存
在
し
た
。
こ
の
点
を
ど
う
考
え
る
か
は
、
無
論
、

単
純
で
は
な
い
が
、
行
論
を
踏
ま
え
て
以
下
の
よ
う
な
点
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
社
会
の
マ
ク
ロ
な
動
勢
を
見
据
え
な
が
ら
文
学
や
教

育
の
実
践
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
佐
々
木
の
思
考
の
枠
組
み
は
、
秋

田
師
範
学
校
専
攻
科
以
降
の
言
説
を
通
し
て
底
流
と
し
て
貫
か
れ
て

い
る
こ
と
が
窺
え
、
三
七
年
夏
以
降
、
雑
誌
『
児
童
』
の
特
集
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
教
育
と
産
業
を
繋
ぐ
い
く
つ
か
の
議
論
は
実
践
の
位

置
づ
け
方
に
少
な
か
ら
ず
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方

で
、
「
村
の
生
活
か
ら
」
と
い
う
生
活
教
育
の
実
践
の
立
脚
点
は
変

わ
る
こ
と
な
く
貫
か
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
村
と
い
う
自
ら
の
実
践

の
場
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
北
方
教
師
た
ち
の
実
践
の
現
場
で
進
む

社
会
変
動
、
そ
の
な
か
で
生
み
出
さ
れ
る
リ
ア
ル
な
教
育
課
題
、
す

な
わ
ち
村
の
外
で
生
き
る
こ
と
に
な
る
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
教
育

的
な
働
き
か
け
と
い
う
課
題
が
、
目
に
見
え
る
形
で
浮
か
び
上
が
っ

て
い
た
。
教
育
の
新
し
い
課
題
を
巡
る
諸
論
調
一
教
育
を
捉
え
る
枠

組
み
一
へ
の
対
応
と
、
自
ら
の
足
下
で
お
き
て
い
る
実
際
の
実
践
的

な
課
題
と
い
う
、
理
論
－
実
践
に
貫
か
れ
、
〈
若
年
労
働
者
と
教

育
V
と
い
う
枠
組
み
で
捉
え
う
る
新
し
い
課
題
へ
の
対
処
が
彼
の
な

か
で
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
留
岡
の
言
は
こ
う
し
た
課

題
へ
の
一
つ
の
対
応
を
提
示
し
て
い
た
と
こ
こ
で
は
捉
え
て
お
き
た

い
。　

佐
々
木
は
、
三
九
年
四
月
に
は
前
郷
を
離
れ
て
秋
田
市
の
秋
田
高

等
小
学
校
に
転
任
す
る
。
当
地
で
「
秋
田
の
北
方
教
育
運
動
」
を
ま

と
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
北
方
教
師
同
人
に
よ
る
自
ら
の
運

動
の
総
括
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
農
村
の
子
ど
も

が
重
工
業
に
吸
収
さ
れ
る
の
は
「
態
勢
上
必
至
の
問
題
」
と
し
て
位

置
づ
け
、
「
重
工
業
に
吸
は
れ
て
ゆ
く
子
供
」
の
最
大
の
間
題
は

「
工
業
の
シ
ス
テ
ム
が
少
年
工
の
教
育
を
ど
う
企
画
し
、
樹
立
」
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
型

る
か
と
い
う
社
会
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
視
座
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
年
半
後
、
佐
々
木
は
教
職
を
去
り
職
業
紹
介
行
政
に
参
入
し
て
い

く
o　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
展
開
を
遂
げ
る
方
向
性
が
前
郷
時
代
の
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（35）　社会変動と北方教育

佐
々
木
の
な
か
に
醸
成
さ
れ
て
い
た
点
に
注
目
し
て
立
論
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
佐
々
木
の
実
践
上
の
新
た
な
展
開
へ
の
過
渡
期
に
あ
っ
て
、

彼
の
生
徒
た
ち
は
彼
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は

即
断
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
一
端
を
佐
々
木
が
前
郷
を
去
っ
て
か
ら
、

卒
業
生
が
自
主
的
に
作
り
上
げ
た
文
集
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
1
）

「
ポ
プ
ラ
」
「
栗
」
「
と
ろ
ろ
芋
」
と
な
ず
け
ら
れ
た
文
集
は
、
東
瀧

澤
村
の
生
活
綴
方
を
い
わ
ぱ
日
本
社
会
に
拡
げ
て
自
主
的
に
作
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
多
様
な
紙
面
構
成
が
工
夫
さ
れ
て

い
る
が
、
学
級
や
前
郷
を
越
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
に
立
脚
し
、
自

ら
の
生
活
を
叙
述
し
た
綴
方
を
中
心
と
し
て
い
る
。
佐
々
木
は
職
業

紹
介
行
政
に
参
入
す
る
な
ど
、
村
の
「
更
正
」
を
担
う
人
づ
く
り
か

ら
都
市
で
生
き
る
労
働
者
に
焦
点
を
あ
て
た
実
践
へ
と
教
育
課
題
を

移
行
さ
せ
て
い
く
が
、
そ
の
過
渡
期
を
生
き
た
教
え
子
た
ち
に
と
っ

て
佐
々
木
の
実
践
の
展
開
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
。
こ
う

し
た
問
い
は
佐
々
木
の
実
践
の
展
開
の
質
を
検
討
を
す
る
う
え
で
の

大
切
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め
の
資
料
と
し
て
教
え
子

た
ち
が
作
り
上
げ
た
綴
方
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
検
討
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

附
記
　
本
稿
は
文
部
省
科
学
研
究
費

一
「
一
九
三
0
1
四
〇
年
代
の
教

育
学
の
新
動
向
と
そ
の
社
会
的
基
盤
に
関
す
る
研
究
L
（
代
表
木
村

元
）
一
の
助
成
を
得
て
い
る
。
ま
た
同
科
学
研
究
費
研
究
を
母
胎
と
し

た
教
育
動
態
史
研
究
会
（
一
橋
大
学
一
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
分
担

は
、
は
じ
め
、
n
、
㎜
は
木
村
、
1
は
富
澤
が
担
当
し
た
が
、
両
者
で

検
討
を
加
え
て
稿
を
な
し
た
。
由
利
町
立
図
書
館
、
同
教
育
委
員
会
、

秋
田
大
学
附
属
図
書
館
北
方
教
育
資
料
室
、
福
岡
教
育
大
学
附
属
図
書

館
、
並
び
に
由
利
町
立
前
郷
小
学
校
（
石
橋
明
校
長
）
の
資
料
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
前
郷
小
の
卒
業
生
の
方
々
に
ご
協
力
を
得
た
。

な
か
で
も
加
藤
定
四
郎
氏
、
豊
島
俊
明
氏
、
三
浦
眞
一
氏
に
は
、
聞
き

書
き
や
有
益
な
情
報
を
い
た
だ
く
な
ど
、
特
別
な
ご
配
慮
を
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
ら
の
点
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
↑
一
　
北
方
教
育
運
動
は
そ
の
社
会
過
程
の
教
育
実
践
へ
の
規
定
性

　
　
に
も
と
づ
い
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
北
方
教

　
　
育
研
究
の
重
厚
な
研
究
の
蓄
積
の
な
か
で
は
、
当
然
で
は
あ
る
が
、

　
　
そ
う
し
た
観
点
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
際
、
実
際
の

　
　
社
会
の
状
況
一
社
会
変
動
）
を
叙
述
す
る
資
料
は
教
師
の
言
説
で

　
　
あ
っ
た
り
、
マ
ク
ロ
な
社
会
経
済
的
な
統
計
で
あ
っ
た
り
し
て
き

　
．
た
。
最
近
の
研
究
で
も
そ
う
し
た
こ
と
に
は
か
わ
り
な
い
一
例
え

　
　
ぱ
小
田
嶋
悟
「
北
方
教
育
社
同
人
の
実
践
と
教
育
観
」
明
星
大
学

　
　
教
育
学
研
究
室
『
教
育
学
研
究
紀
要
』
一
九
九
六
年
）
。
本
稿
で

　
　
は
、
北
方
教
師
社
の
実
践
の
社
会
過
程
を
押
さ
え
、
そ
の
中
に
ど

　
　
の
よ
う
な
教
育
課
題
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
実
践
が
ど
の
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よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
と
い
う
視
座
に
た
っ
て
検
討
す
る
も
の

　
で
あ
る
。
無
論
、
実
践
認
識
の
展
開
一
転
回
）
は
、
複
合
的
な
要

因
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
た
実
際
の
実

践
の
場
の
社
会
過
程
に
よ
る
規
定
性
一
実
践
者
が
受
け
と
め
た
社

会
過
程
の
規
定
性
と
い
わ
ぱ
二
重
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
）
は

　
あ
く
ま
で
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
佐
々
木
の
前
郷

　
の
実
践
に
お
い
て
そ
こ
で
の
社
会
過
程
の
実
際
が
十
分
に
明
ら
か

　
に
さ
れ
て
い
な
い
状
況
の
な
か
で
、
そ
の
点
に
注
目
し
て
彼
の
言

説
を
検
討
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
実
践
認
識
の
転
換
の
全
体
像
を

捉
え
る
た
め
の
作
業
の
一
環
と
い
う
位
置
に
な
る
。

（
2
）
　
本
荘
町
は
約
一
四
、
○
○
○
人
の
人
口
を
抱
え
て
お
り
、
由

利
郡
に
お
け
る
産
業
、
経
済
、
文
化
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
。

一
3
一
本
節
で
資
料
と
し
て
用
い
る
『
農
家
人
口
の
研
究
』
（
日
光

書
院
一
九
四
〇
年
一
は
、
本
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。
調
査
の

　
目
的
は
、
農
家
人
口
の
社
会
的
移
動
の
動
向
や
農
家
残
留
人
口
と

流
出
人
口
の
質
の
違
い
な
ど
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
「
農
家
が
社

会
・
国
家
に
対
し
て
持
つ
重
要
な
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
」
こ
と

　
に
あ
っ
た
。

＾
4
一
　
移
動
の
分
類
方
法
は
、
ま
ず
、
農
家
出
生
人
口
を
留
村
人
口

　
と
離
村
人
口
と
に
分
け
、
離
村
人
口
に
つ
い
て
は
流
出
目
的
か
ら

　
み
て
職
業
離
村
と
縁
組
離
村
の
二
つ
に
、
留
村
人
口
に
つ
い
て
は

出
生
農
家
在
住
、
村
内
職
業
離
家
、
村
内
縁
組
離
家
の
三
つ
に
区

分
す
る
。
さ
ら
に
、
留
村
人
口
に
つ
い
て
は
、
農
業
従
事
者
と
非

農
業
従
事
者
と
を
区
別
し
て
い
る
。

　
な
お
、
本
調
査
で
は
農
家
人
口
の
「
自
由
的
・
個
人
的
」
な
常

住
地
移
動
を
対
象
と
し
て
お
り
、
「
強
制
的
・
集
団
的
一
一
時
的
」

な
移
動
に
つ
い
て
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

一
5
）
　
加
瀬
和
俊
「
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
男
子
労
働
力
の
都
市

流
入
構
造
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
『
東
京
水
産
大
学
論
集
』
二
六

号
一
九
九
一
年
　
一
〇
〇
－
一
〇
三
頁

一
6
一
　
一
五
｛
四
四
歳
の
男
性
の
出
生
農
家
在
住
農
業
従
事
者
数
の

合
計
は
農
家
世
帯
数
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
農
家
世
帯
の
世
代

交
代
が
お
お
よ
そ
三
〇
年
周
期
で
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
、

農
家
一
世
帯
あ
た
り
一
名
の
男
性
が
出
生
農
家
に
残
り
、
そ
れ
以

外
は
何
ら
か
の
形
で
出
生
農
家
を
出
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、

出
生
農
家
を
離
れ
る
場
合
、
二
〇
歳
代
の
男
性
の
八
割
弱
は
村
外

　
に
流
出
し
て
い
た
。

一
7
一
　
一
五
｛
一
九
歳
の
層
に
は
農
家
下
女
も
わ
ず
か
に
存
在
す
る

が
、
そ
れ
以
外
の
年
齢
層
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
も
と
も

　
と
東
日
本
で
は
農
家
以
外
の
働
き
口
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
大
き

な
農
家
へ
の
下
女
奉
公
が
多
く
み
ら
れ
た
と
い
う
が
一
宮
本
常
一

　
『
生
業
の
推
移
日
本
の
民
俗
三
』
河
出
書
房
新
社
一
九
七
六
年

　
二
一
二
七
⊥
一
四
三
頁
）
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
出
生
農
家
を
出

　
る
際
に
は
農
家
下
女
よ
り
も
職
業
離
村
の
方
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
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が
多
く
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

（
8
一
　
女
性
の
都
市
集
中
傾
向
が
男
性
の
場
合
と
比
較
し
て
顕
著
な

　
の
は
、
女
性
の
職
業
離
村
者
が
若
年
層
に
大
き
く
か
た
よ
っ
て
い

　
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

一
9
一
　
農
村
出
身
の
女
中
が
増
加
し
た
背
景
に
は
、
新
中
問
層
の
増

　
加
に
よ
る
女
中
の
需
要
拡
大
に
加
え
、
女
性
の
職
域
の
拡
大
に
よ

　
り
、
封
建
的
な
主
従
関
係
や
長
労
働
時
間
を
と
も
な
う
女
中
の
仕

　
事
を
、
都
市
部
の
女
性
た
ち
が
敬
遠
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と

　
い
う
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
奥
田
暁
子
「
女
中
の
歴

　
史
」
『
女
と
男
の
時
空
V
』
藤
原
書
店
一
九
九
五
年
）
女
中
に
つ

　
い
て
の
研
究
に
は
、
清
水
美
智
子
「
女
中
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
」

　
一
『
女
の
文
化
』
岩
波
書
店
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
1
0
一
林
恵
海
「
秋
田
県
由
利
郡
東
瀧
澤
村
農
家
出
身
者
の
職
業
離

村
に
関
す
る
研
究
調
査
」
人
口
問
題
研
究
会
『
第
二
回
人
口
問
題

全
国
協
議
会
報
告
書
』
一
九
三
九
年
　
五
一
二
頁

一
n
）
　
女
性
の
職
業
離
村
の
場
合
、
学
歴
や
専
門
性
を
必
要
と
し
な

　
い
職
業
に
従
事
す
る
者
が
多
数
を
し
め
て
い
た
。
し
か
し
、
商

店
・
会
社
事
務
員
一
二
・
六
％
）
や
看
護
婦
一
三
・
四
％
一
、
理

髪
業
（
O
・
九
％
）
な
ど
、
あ
る
程
度
の
学
歴
や
特
別
な
技
能
を

要
す
る
職
業
も
わ
ず
か
な
が
ら
存
在
し
て
お
り
、
女
性
の
職
業
も

　
広
が
り
を
み
せ
て
い
た
。

（
1
2
一
縁
組
流
出
率
の
推
移
を
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
一
五
…
一

　
九
歳
で
二
三
二
％
、
二
〇
｛
二
四
歳
で
四
六
・
八
％
で
あ
る
が
、

　
二
五
∫
二
九
歳
で
急
上
昇
し
八
割
に
達
す
る
。
そ
れ
よ
り
上
の
世

　
代
で
は
、
八
割
｛
九
割
の
水
準
を
保
っ
た
ま
ま
で
推
移
し
て
お
り
、

　
女
性
た
ち
は
養
子
縁
組
な
ど
で
出
生
農
家
に
残
る
場
合
を
除
く
と
、

　
早
け
れ
ぱ
一
〇
代
後
半
、
遅
く
と
も
二
五
歳
ま
で
に
は
縁
組
流
出

　
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

一
1
3
）
牛
山
敬
二
『
農
民
層
分
解
の
構
造
－
戦
後
期
1
』
農
業
総
合

　
研
究
所
一
九
八
五
年
　
二
八
九
⊥
一
九
九
頁

（
1
4
）
　
「
佐
々
木
昂
著
作
年
譜
」
（
佐
藤
広
和
、
伊
藤
隆
司
編
『
佐
々

木
昂
著
作
集
』
無
明
舎
出
版
一
九
八
二
年
一
を
参
照

（
1
5
）
　
伊
藤
隆
司
「
佐
々
木
昂
の
人
と
行
動
」
『
佐
々
木
昂
著
作
集
』

　
を
参
照
。
秋
田
師
範
本
科
一
部
を
卒
業
後
、
同
県
内
の
訓
導
を
経

　
る
と
い
う
前
史
が
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と

社
会
科
学
を
生
活
綴
方
に
導
入
し
た
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

（
1
6
）
　
「
北
方
の
生
活
性
」
『
教
育
・
国
語
教
育
』
一
九
三
五
年
一
月
。

　
以
下
著
者
名
の
な
い
論
の
引
用
は
佐
々
木
昂
で
あ
る
。

一
1
7
）
　
「
廻
遊
切
符
」
『
魁
新
報
』
一
九
三
七
年
九
月
二
五
日

一
1
8
）
　
二
一
月
号
四
四
頁

一
1
9
）
　
同
右

＾
2
0
）
　
「
農
村
教
育
断
層
」
『
教
育
報
国
』
一
九
三
七
年
四
月
（
前
掲

　
『
佐
々
木
昂
著
作
集
』
）

＾
2
1
一
　
尾
留
川
嘉
一
郎
「
隣
の
家
」
『
綴
方
教
育
実
践
叢
書
』
第
三
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巻
東
苑
書
房
一
九
三
五
年
四
月
一
〇
三
頁

一
2
2
一
　
熊
谷
善
信
「
生
活
教
育
に
於
け
る
尋
六
学
級
経
営
」
前
郷
小

　
『
生
活
教
育
の
実
践
』
一
九
三
六
年

（
2
3
一
　
鈴
木
正
之
「
生
き
抜
く
姿
勢
を
固
め
る
生
活
勉
強
」
北
方
教

育
同
人
懇
話
会
『
北
方
教
育
－
実
践
と
証
言
－
』
東
京
法
令
一

九
七
九
年
な
ど

（
刎
）
　
「
村
落
更
正
に
態
度
す
る
1
生
活
教
育
の
一
つ
の
場
合
」
『
生

活
学
校
』
一
九
三
六
年
二
一
月
。
村
の
生
活
教
育
実
践
と
い
う
か

　
た
ち
で
の
青
年
団
の
指
導
に
加
え
て
、
各
部
落
で
の
夜
学
の
実
施
、

青
年
学
校
の
自
治
会
の
確
立
、
社
会
教
育
委
員
会
の
委
員
や
部
落

常
会
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
2
5
）
　
『
生
活
学
校
』
一
九
三
七
年
六
月
三
六
頁
。
こ
の
賞
は
読
者

　
の
投
票
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

（
2
6
）
前
掲
「
村
落
更
正
に
態
度
す
る
」
四
〇
頁

＾
2
7
）
　
「
生
活
教
育
に
於
け
る
国
語
」
前
掲
『
生
活
教
育
の
実
践
』
。

一
2
8
）
　
『
秋
田
文
芸
』
に
示
さ
れ
た
「
文
学
に
於
け
る
個
性
的
な
る

　
も
の
」
に
は
秋
田
的
な
る
個
性
を
極
め
る
こ
と
で
世
界
的
な
普
遍

　
性
に
高
ま
ろ
う
と
す
る
文
学
の
弁
証
法
を
論
じ
て
い
る
（
一
九
三

　
三
年
八
月
）
。

（
2
9
）
　
「
村
の
読
方
教
育
上
の
着
眼
点
」
『
国
語
教
育
研
究
』
一
仙
台

　
国
語
教
育
研
究
会
）
一
九
三
四
年
一
〇
月

一
3
0
一
前
掲
「
村
落
更
正
に
態
度
す
る
一
二
一
」
一
九
三
六
年
二
一

　
月
四
二
頁

一
3
1
）
　
前
郷
尋
常
高
等
小
学
校
「
学
校
日
誌
」
一
九
三
二
－
三
四
年

一
3
2
一
加
藤
定
四
郎
氏
よ
り
聞
き
書
き
（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一

　
日
一

（
3
3
）
　
「
生
活
・
産
業
・
教
育
」
『
生
活
学
校
』
一
九
三
八
年
六
月

　
一
三
頁

（
別
）
　
同
上

＾
3
5
）
　
『
児
童
』
一
九
三
七
年
八
月
二
二
〇
頁

一
3
6
）
　
前
掲
「
廻
遊
切
符
」

一
3
7
一
　
加
藤
定
四
郎
聞
き
書
き
一
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
日
）
。
原

正
敏
「
戦
時
下
、
技
術
員
・
技
工
養
成
の
諸
局
面
I
」
一
『
千
葉
大

学
教
育
学
部
紀
要
』
三
六
巻
一
九
八
八
年
）
、
木
村
元
「
北
方
教

育
と
教
育
科
学
運
動
」
（
二
橋
論
叢
』
一
九
九
五
年
八
月
）
な
ど

（
3
8
）
　
留
岡
清
男
「
教
育
に
於
け
る
目
的
と
手
段
と
の
混
雑
に
つ
い

　
て
」
『
生
活
学
校
』
一
九
三
八
年
二
月

（
3
9
）
　
前
掲
「
生
活
・
産
業
・
教
育
」
七
頁
。
佐
々
木
を
は
じ
め
と

　
す
る
綴
方
教
師
の
教
育
科
学
批
判
に
つ
い
て
は
、
中
内
敏
夫
「
教

育
科
学
論
争
」
一
藤
原
書
店
一
九
九
九
年
）
な
ど
。

（
ω
）
『
教
育
』
一
九
三
九
年
一
〇
月
二
二
頁

一
仙
）
　
級
友
誌
「
ボ
プ
ラ
」
創
刊
号
（
一
九
四
〇
年
九
月
一
、
「
栗
」

　
（
ポ
プ
ラ
改
題
一
二
号
（
同
一
〇
月
）
、
「
と
ろ
ろ
芋
」
（
同
一
一

　
月
）
か
ら
「
ボ
プ
ラ
」
四
・
五
号
総
合
版
、
六
号
か
ら
一
三
号
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（
但
し
六
号
は
確
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
も
発
行
年
月
日
不
明
一

ま
で
が
秋
田
大
学
図
書
館
附
属
北
方
教
育
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
教
授
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

（39）　社会変動と北方教育
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